
別紙1 2017/8/29

※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。

○

○

○

〔 〕
○

地域医療ビジョン推進事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　地域医療ビジョンに掲げる施策を推進することにより、市民が将来にわたって安心して暮らし
ていける質の高い医療供給体制を構築することができる。

　市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療供給体制の構築にあたっては、地
域の限られた医療資源の効率的な活用が前提となる。
 「かかりつけ医」及び「かかりつけ歯科医」を持つ市民の割合は、概ね目標値どおりの水準を
維持しており、「病診連携」に対する市民の意識が広まりつつあるといえる。
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　当該事業は「花巻市の地域医療ビジョン」に掲げる施策を推進するも
のであり、職員が関わるのは負担金拠出事務、関係機関との協議や連絡
調整等が主な業務であるため、外部への委託は馴染まない

　市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療供給体制
の確保を図るためには、市の主体的な関与が必要である

 受益と負担の適正化余地 　市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療供給体制
の確保が目的であり、医療は誰でも必要であることから、受益者は特定
の市民ではなく受益機会は均等である

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない①病診連携の推進
　岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会への補助、病診連携の啓発等
②医療従事者確保
　岩手県国民健康保険団体連合会が運営する市町村医師養成事業に係る市町村負担
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事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある
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目的 医療供給体制の確保

対象 医療を必要とする市民
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 公共関与の妥当性
意図 地域医療体制を確保することにより、市民は安心して必要な医療を受けることができる

妥当である

見直し余地がある
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144130 地域医療ビジョン推進事業

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

政策 2-6 健康づくりの推進
施策 3 地域医療の充実

総合
計画
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単位：千円 地域医療ビジョン推進事業
将来の医療供給体制を確保するため、地域医療ビジョンに掲げる施策を推進する

①病診連携推進　（571千円）　　（前年比　+429千円）
・病診連携の普及啓発
・県立病院を中核とする地域医療情報ネットワークシステムの構築を支援

■平成28年度人件費への支援実績
岩手県の補助金額（1/2）   487,271円

○ ～ 北上市の補助金額（1/4）  243,000円
花巻市の補助金額（1/4） 243,000円
合計  973,271円（職員１人分の人件費）

②医療従事者確保　　（5,996千円）　（前年比　492千円）

・市町村の医師養成にかかる負担金事業を継続するなどの取り組みを実施
　≪市町村医師養成事業≫

　

地域医療ビジョン推進事業

一般財源 5,647

６　安心して必要な医療を受けています。

年度〕平成

国・県

事業開始の背景・経緯

財
源
内
訳

3385,985

①病診連携推進
　・病診連携の普及啓発
　・県立中部病院を中核とする岩手中部地域医療情報ネットワークシステムの構築の支援
②医療従事者確保
　・市町村の医師養成にかかる負担金事業を継続するなどの取り組みを実施

事業費
5,647

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

　市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療供給体制の構築にあたっては、
「花巻市の地域医療ビジョン」が掲げる取り組み方針のもと、必要な施策を更に検討していく。

事業説明資料

・各市町村の負担額は、人口割（前年度10月1日現在の県内市町村人口割合による）で算出。負
担金の支出先は岩手県国民健康保険団体連合会。

事業概要

　市民がいつでも安心して医療を受けられる環境の確保のために「花巻市の地域医療ビジョン」
を平成27年2月に策定し、これに掲げる施策を推進するために本事業を導入した。

・将来、県内の公立病院等の医師として業務に従事しようとする者を対象に実施する修学資金貸
付事業を県と市町村が共同で実施。総事業費については県と市町村が1/2ずつ負担する。

年度

・本事業の定員は15名、一時金は7名。（旧制度（Ｈ16～19募集分）では定員10名、一時金5名）
・貸付額は月額200千円（最大6年）、一時金は7,600千円。義務履行対象期間は貸付期間と同じ。

その他 582 582

部経営方針における目標

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成

地方債

　岩手中部地域医療情報ネットワークは、県立中部病院が中心となって平成28年４月に設立し
たＮＰＯ法人岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会が平成30年度末までにネットワークシ
ステムの構築を進め、岩手中部保健医療圏域での医療機関や介護系施設等における診療情報等
の共有化を推進する事業である。法人には事務局を設置する必要があり、ネットワーク構築と
法人組織の基盤作りの期間とする平成30年度までの支援として、事務局職員の人件費について
県が1/2、北上市と花巻市がそれぞれ1/4ずつ支援。
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決算額前年比
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担当部署 部名 健康福祉部 課名 地域医療対策室 担当係長 内線

平成 28 年度 事業説明資料 【 】
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